文部科学省「体罰の実態把握に係る調査」の集計結果（私立学校分）について
１　調査結果の報告
　　平成25年１月23日付け24文科初第1073号「体罰禁止の徹底及び体罰に係る実態把握について（依頼）」を受けて、文部科学省へ、その様式に従い報告を行った。

２　調査結果　　

　報告事案：　関係者から事実関係を聴取するなどして学校が体罰であると判断し処分等を行った事案

（１）学校種別　
	　　
	学校数（校）
	件数（件）
	被害児童生徒数（人）

	中学校
	１　　　　
	２　　　　
	４　　　　

	高等学校
	１２　　　　
	３１　　　　
	６６　　　　

	合　計
	１３　　　　
	３３　　　　
	７０　　　　


（注）小学校、中等教育学校については、調査の結果報告事案はなかった。
（２）体罰が行われた場面　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（件）
	
	授業中
	放課後
	休み時間
	部活動
	学校行事
	ホーム
ルーム
	その他
	合計

	中学校
	１ 
	　０
	　　０
	１
	　　０
	　０
	　０
	２

	高等学校
	５
	７
	　　２
	１１
	　　１
	　１
	　４
	 ３１

	合　計
	６
	７
	　２
	１２
	　　１
	　１
	４
	３３


（３）体罰が行われた場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（件）
	
	教室
	職員室
	運動場・体育館
	生徒指導室
	廊下、階段
	その他
	合計

	中学校
	０
	０
	０
	　　０
	　　０
	２
	 ２

	高等学校
	　４
	１
	１２
	　１
	　　３
	１０
	 ３１

	合　計
	４
	１
	１２
	　　１
	　３
	１２
	３３


（４）体罰の態様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（件）
	
	素手で殴る
	棒などで
殴る
	蹴る
	投げる

転倒させる
	殴る及び

蹴る等
	その他
	合計

	中学校
	 １
	０
	　 １
	０
	０
	　　０
	 ２

	高等学校
	 ２２
	１
	　 ２
	１
	２
	　　３
	 ３１

	合　計
	２３
	１
	３
	１
	２
	　３
	３３


（５）被害の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（件）
	
	骨折
	鼓膜

損傷
	外傷
	打撲頭
	打撲顔
	打撲

その他
	鼻血
	その他
	傷害

なし
	合計

	中学校
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	１
	　１
	 ２

	高等学校
	１
	２
	１
	０
	０
	０
	０
	０
	　２７
	 ３１

	合　計
	１
	２
	１
	０
	０
	０
	０
	１
	２８
	３３


（６）把握のきっかけ（複数回答可）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（件）
	
	児童生徒の訴え
	保護者の訴え
	教員の申告
	第三者の通報
	その他
	合計

	中学校
	　　　０　
	１　　
	１　
	　　　０　
	　０　
	２　

	高等学校
	　　１０　
	４　　
	１９　
	　　　８　
	　１　
	４２　

	合　計
	　　１０　
	５　　
	２０　
	　８　
	１　
	４４　


（７）把握の手法（複数回答可）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（件）
	
	当事者教員
	その他
教員
	被害児童生徒
	その他
児童生徒
	保護者
	その他
（第三者）
	合計

	中学校
	  ２
	　１
	２
	　　１
	１
	　　０
	７

	高等学校
	  ３０
	　　６
	２１
	　　８
	  ９
	　　０
	７４

	合　計
	３２
	　７
	２３
	　９
	１０
	　　０
	８１


３　事案の具体例
○　授業中に指示を守らなかった生徒の頭を平手ではたき、頭を押さえて髪を引っ張ったり、横腹を数回蹴った。
○　部活動の行事に無断欠席し、後日の呼び出しにも応じなかったとして、生徒の頬を平手打ちにした。

○　体育教諭が、部活動指導中に、部員の左右両頬に１回ずつ手のひらでたたいた。
○　連休中に練習試合で遠征した際、遠征先の体育館において、集合時間の遅れや荷物の管理のいい加減さなどから、部員を平手打ちにした。また、試合中のミスに対して平手打ちをした。

４　私学振興室の対応

　　平成２５年３月１８日付け２４学振第１５６１号県民生活部長通知『体罰の禁止及び児童生徒理解に基づく指導の徹底について』により適切な対応を各私立学校設置者あてに通知をしている。
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